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地震動

表層地盤の不均質性が隣接地点間における地震動の空間変動特性に与える影響

研究の目的

地震動は表層地盤の土の種類や局所的な緩みに伴う不均質性のため，離間距離が数m～数十mとごく隣接した地点間でもば
らつき(空間変動)が見られます。こうした地震動の空間変動には，建物の入力地震動を低減させる効果が指摘されています。
地震動の空間変動を評価するためには表層地盤の不均質性を把握する必要がありますが，十分な知見が存在しません。
本検討では実地盤を対象に音響トモグラフィ探査を実施することにより，表層地盤の空間的な不均質性を調査しました。
また探査結果に基づき作成した不均質地盤モデルにより地震動シミュレーションを実施し，地震観測記録との比較により，
表層地盤の空間的な不均質性が隣接地点間における地震動の空間変動に与える影響を分析しました。

技術の特長

地盤の不均質性を把握する直接的な方法として，ボーリング孔におけるPS検層データに基づき，地盤の速度構造の不均質
性を統計的に評価した事例が多く見られます。しかしPS検層データから得られる地盤の不均質性は，基本的に鉛直方向の
1次元的な情報に過ぎません。
本検討では実地盤を対象に音響トモグラフィ探査を実施し，探査測線の2次元断面上における速度構造を調査することに
より，表層地盤の空間的な不均質性を明確にすることができました。

主な結論と今後の展開

実地盤を模擬した不均質地盤モデルにより地震動シミュレーションを実施し，地震動の空間変動特性を評価した結果，地震
観測記録に見られる空間変動特性と同様の傾向を示しました。このことから，表層地盤の不均質性が隣接地点間における地
震動の空間変動特性を大きく支配すると考えられます。
今後は音響トモグラフィ探査の結果および地震観測記録に基づき，表層地盤の不均質性を推定する手法を確立するとともに，
表層地盤の不均質性に伴う地震動の空間変動が建物の入力地震動の低減効果に与える影響を定量的に評価する手法を構築
することを目指します。
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音響トモグラフィ探査による地盤の不均質性の推定 隣接地点間の地震動のばらつき(空間変動)
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